
広島大学大学院国際協力研究科(IDEC) 学生生活委員会主催  

  当日参加も可能ですが、資料準備のため、 
  参加希望者は、 ①名前、②所属、③学生番号を記載の上、 
  ２月１９日（火）までに下記アドレスにメールにてお申込みください。 
  ※当日は、参加確認のため、学生証をお持ちください。 
    国際協力研究科支援室 koku-gaku@office.hiroshima-u.ac.jp                       
            担当：力石 真（国際協力研究科・准教授） 

特任准教授 

 澁谷 和朗 氏 

＜プロフィール＞ 

1999年 JICA入団 アフリカ教育プロジェクト担当 
2002年 ガーナ国小中学校理数科教育改善計画   
     業務調整／教育計画専門家 
2005年 JICA中国（東広島） 市民参加・開発教育担当 
2009年 米国コロンビア大学ティーチャーズカレッジ 
     教育と経済プログラム修了 
2009年 外務省国際協力局国別開発協力第三課企画班長 
2011年11月から半年及び2013年―2014年 
世界銀行人間開発ネットワーク教育ユニット上級教育専門官 
2014年 JICA人間開発部基礎教育グループ 
2016年 広島大学大学院国際協力研究科に出向 

 本セミナーでは、国際協力の第一線で働く方々を招き、国際協力分野
の今後の方向性や現場で求められる人材像に加え、現在の職務内容、学
生時代に身に付けておくべき能力などをアドバイスしていただきます。 
 今回お招きする澁谷和朗氏は、国際協力機構（JICA)、外務省、世界
銀行にて、主にサブサハラ・アフリカ地域の基礎教育分野の政策・戦略
立案、事業実施、研究に従事してきました。本日は、現場、政策、研究、
それぞれの立場で必要となり、求められるものは何かについて振り返り、
国際教育開発分野のキャリア形成のヒントとなるお話をお聞きしします。 
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